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番号 地　　　　区 設立年月日
1 南町自治会自主防災部 H18.４.１
2 西益岡地区自主防災会 H17.10.31
3 清水小路自主防災会 H21.10.22
4 本郷第１自治会 H18.４.22
5 本郷第三自治会自主防災会 H20.12.13
6 寿山自治会防災部 H19.９.30
7 鷹巣自治会 H23.４.24
8 旭町自主防災会 H22.４.１
9 上郡山第一自主防災会 H22.４.１
10 上郡山第二自治会自主防災・自主防犯部 H22.３.19
11 小下倉自治会自主防災会 H22.４.１
12 越河１区自治会自主防災会 H18.３.12
13 越河２区自治会 H18.４.１
14 越河中央地域自主防災会

H18.３.19
15（越河３区・越河４区）
16 越河第５区自治会自主防災会 H18.３.11
17 越河６区自主防災会 H18.３.12
18 越河第７区自治会自主防災会 H18.４.16
19 北五賀自主防災会（越河８区） H18.３.26
20 越河９区自治会自主防災会 H17.12.４
21 越河10区自治会自主防災会 H18.４.１
22 斎川第一自治会自主防災組織 H19.４.１
23 斎川２区自主防災の会 H19.４.１
24 斎川３区自主防災の会 H19.４.１
25 斎川４－１区自主防災隣組の会 H19.４.１
26 斎川４－２区自主防災隣組の会 H19.２.22
27 斎川第５地区自主防災の会 H19.４.１
28 斎川第６自治会自主防災会組織 H19.４.１
29 斎川地区７の１自主防災隣組の会 H19.３.18
30 斎川地区７の２区自主防災隣組の会 H19.４.１
31 斎川下鹿の子防災組織 H19.４.１
32 大平第一自治会 H19.３.25
33 大平第２区自治会 H19.４.１
34 大平３－１区自主防災会 H18.３.19
35 大平第３の２区自治会 H20.３.15
36 大平第４区自主防災会 H21.４.１
37 大平第５区自治会 H19.４.１
38 大平６自治会 H19.３.25
39 大平７区自治会 H17.11.27
40 大平第八区自治会 H19.４.15
41 城南の丘自主防災会 H22.４.１
42 大鷹沢第一区自治会自主防災会 H19.８.20
43 大鷹沢第２自治会自主防災会 H20.４.１
44 大鷹沢第三自治会防災会 H21.３.８

番号 地　　　　区 設立年月日
45 大鷹沢第四区自主防災会 H18.11.25
46 大鷹沢第五区自治会自主防災会 H18.９.16
47 大鷹沢第六区自治会自主防災会 H20.９.25
48 大鷹沢第七区自治会自主防災会 H21.１.24
49 大鷹沢八区自治会自主防災会 H９.１.17
50 大鷹沢第九区自治会自主防災会 H20.８.２
51 大鷹沢第十区自主防災会 H20.９.14
52 大鷹沢第11区自主防災会 H20.６.21
53 大鷹沢第十二区自治会自主防災会 H19.11.10
54 大鷹沢田中自治会自主防災会 H19.６.30
55 白川内親自主防災会 H21.４.１
56 白川第二自治会自主防災会 H18.６.１
57 白川第三自治会 H19.１.21
58 白川第４自治会自主防災会 H22.５.１
59 白川５区自治会自主防災会 H18.３.１
60 白川６区自主防災会 H18.３.31
61 犬卒都婆自主防災会 H18.３.19
62 滝上自主防災会 H21.３.15
63 岩ノ上防災互助会 H17.３.27
64 滝下自治会自主防災会 H21.10.1
65 尾箆自主防災会 H19.４.１
66 上原自治会自主防災会 H20.３.23
67 下原自主防災会 H21.４.１
68 鎌先自治会自主防災委員会 H22.４.１
69 山ノ下自主防災会 H22.４.５
70 長袋沖自主防災会 H22.４.１
71 山根自治会 H22.７.１
72 八宮自主防災会 H20.４.１
73 芹沢自治会 H23.５.11
74 大網自主防災会 H20.６.１
75 深谷南区自治会自主防災会 H18.２.５
76 深谷東区自治会自主防災会 H18.２.５
77 北区自治会自主防災会 H22.４.１
78 蔵王地区自主防災会 H21.12.21
79 不忘防災会 H20.９.１
80 川原子自治会自主防災会 H22.４.１
81 上戸沢自治会自主防災会 H19.２.25
82 小原赤井畑自主防災会 H19.４.１
83 冷清水自治会自主防災会 H19.２.１
84 小原大熊自主防災会 H19.４.１
85 塩倉自主防災会 H19.１.28
86 中北自主防災会 H19.３.11
87 新町自主防災会 H20.３.16

自主防災組織結成の状況

■ 防災対策用資機材等整備事業
　自主防災組織を結成した自治会に助
成します（設立後、１回限り）。
・定額補助（一組織）　40,000 円
・世帯割（構成１世帯）  　100 円
※補助限度額は 10万円
■ 自主防災組織運営事業
　自主防災組織が行う訓練や研修会な
どの経費を助成します（年１回）。
・助成額　20,000 円以内
　自主防災組織の設立や活動について
の相談も随時受け付けています。

白石市自主防災組織補助金
問生活環境課　☎ 22-1314

自治会の枠を超えた助け合い

　

１
月
29
日
、「
平
成
23
年
度
自
主
防
災
組
織

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
仙
台
市
宮
城
野

区
福
住
町
の
町
内
会
長
菅
原
康
雄
さ
ん
が
「
隗か
い

よ
り
始
め
よ
〜
侮
る
な
地
域
力 

〜
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

菅
原
さ
ん
は
、「
人
を
救
え
る
の
は
人
し
か

い
な
い
。
日
ご
ろ
か
ら
の
役
割
分
担
を
決
め
た

訓
練
が
必
要
」
と
訓
練
の
必
要
性
を
強
調
。
東

日
本
大
震
災
直
後
に
住
民
が
と
っ
た
行
動
を
紹

介
し
、「
訓
練
で
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
実

際
の
場
で
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
訓
練
が
実
を

結
ん
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
会
独

自
で
姉
妹
町
内
会
を
募
集
し
、
現
在
県
内
外
の

５
つ
の
町
内
会
と
災
害
時
相
互
協
力
協
定
を
結

び
、
震
災
後
は
、
姉
妹
町
内
会
か
ら
た
く
さ
ん

の
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
。「
災

害
時
に
頼
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

大
変
心
強
い
も
の
で
、
元
気
と
勇
気
も
同
時
に

い
た
だ
い
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
を
学
ぶ

　

最
後
に
、
震
災
発
生
後
の
教
訓
と
し
て
、「
自

分
が
助
か
る
術
を
真し
ん

摯し

に
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
止や

む
こ
と
の
な
い
災
害
に
強

い
危
機
管
理
意
識
を
携
え
て
、
た
っ
た
ひ
と
つ

の
大
切
な
命
を
守
り
続
け
た
い
も
の
で
す
」
と

話
し
、
参
加
者
は
、
菅
原
さ
ん
の
講
演
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

福
住
町
町
内
会
は
、
平
成
15
年
１
月
、
宮
城

県
沖
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
大
災
害
の
発
生
に

備
え
よ
う
と
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
町
内
会

が
独
自
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
役
割

分
担
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
の
が
特
徴
。
住

民
自
身
が
計
画
し
た
実
践
的
な
防
災
訓
練
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
災

害
発
生
時
の
役
割
分
担
の
ほ
か
、
緊
急
時
の
連

絡
網
や
指
定
避
難
所
を
示
し
た
地
図
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
会
役
員
や
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
員
約
１
０
０
人
を
「
情
報
収
集
」「
救
援

物
資
」「
消
防
協
力
」「
救
急
救
護
」「
給
食
給
水
」

の
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
災
害
時
は
、
町
内
会

長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
災
害
対
策
本
部
と
連
絡
を

取
り
作
業
に
当
た
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後

は
、
戸
建
て
世
帯
を
中
心
に
約
４
０
０
世
帯
分

（
約
１
、０
０
０
人
）
の
名
簿
を
基
に
町
内
を
番

地
別
に
班
に
分
け
て
、
安
否
確
認
を
１
時
間
で

行
い
ま
し
た
。

　

行
政
に
頼
ら
な
い
主
体
的
な
地
域
防
災
の
体

制
づ
く
り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
福
住
町
町
内

会
。「
防
災
の
基
本
は
ご
近
所
同
士
の
支
え
合

い
で
す
。普
段
か
ら
町
内
会
活
動
を
活
発
に
し
、

住
民
同
士
が
知
り
合
う
こ
と
が
大
切
」
と
菅
原

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　震災を経験し、あらためて自主防災連合会の必要性を実感し、平成23年７月に連合会
設立検討委員会を立ち上げることに各自主防災組織の賛同を得ました。設立に当たって
は、すでに連合会として活動を行っている越河地区や大平地区のノウハウを学びながら
準備を進めました。そして、10月26日に連合会を設立。現在は、４つの専門部を立ち上
げ、それぞれの役割を明確にしました。災害時は、各自主防災組織が活動を行い、連合
会はそのバックアップを行えるよう訓練などを行っていきたいと思っています。同じ地
区に住んでいても被害状況はさまざま。被害の少ない自治会が被害の大きい自治会を支
える体制を作り上げていくことが、これからは必要になるのではないでしょうか。

大鷹沢自主防災連合会が設立

　

平
成
22
年
４
月
1
日
現
在
で
は
、
全
国
１
、７
５
０
市

区
町
村
中
、
１
、６
２
１
市
区
町
村
で
14
万
２
、７
５
９

の
自
主
防
災
組
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
結
成
率
は
74
・

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
は
１
１
３
自
治
会
中
、

87
自
治
会
が
結
成
。
結
成
率
は
76
・
９
％
と
、
全
国
を

や
や
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
防
災
活
動
だ
け
を
行
う
の
で
は
な

く
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
と
防
災
活
動
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
普
段
か

ら
の
地
域
で
の
活
動
や
消
防
団
な
ど
と
の
連
携
が
、
防

災
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
直
後
は
、
平
時
か
ら
の
備
え
や
地
域
の
結
び
つ

き
を
元
に
、
避
難
時
に
お
け
る
住
民
同
士
の
声
掛
け
や

避
難
所
へ
の
誘
導
、
安
否
確
認
、
そ
の
後
の
避
難
生
活

に
お
け
る
避
難
所
運
営
の
支
援
、
炊
き
出
し
の
実
施
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
支
援
な
ど
各
種
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
守
る

自
主
防
災
組
織
の
状
況
│

地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち
で
│

菅
すが

原
わら

　康
やす

雄
お

さん

仙台市宮城野区福住町　町内会長

菊
きく

地
ち

　光
みつ

男
お

さん
大鷹沢自主防災連合会長
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